付属設備(圧力計、温度計)の日常管理
１．圧力計の日常管理
ポンプの圧力計は、ポンプの性能を判断する手段として非常に重要である。
パトロール時は、圧力計が正常な値を示しているか点検する。疑わしい時は取り替える。
①最大目盛りは、設置場所の通常の運転圧を適切に測定できるものであること。
通常圧力の1.5から3倍の目盛りのものを使用する。
②取付け位置は、吸入側ではサクションストレーナー下流とし、吐出側では逆止弁上流とする。
③振動の激しい場所には、耐振用の圧力計を使用、減圧状態となる可能性のある場所は連成計を使用する。
④導圧管を含む圧力計内部が凍結または固化などの恐れがあるものは、スチームトレースの設備を使用する。
２．温度計の日常管理
ポンプの温度計は、ポンプの故障の早期発見の重要な計器である。
パトロール時は、温度計が正常な値を示しているか確認する。疑わしい時は取り替える。
①最大目盛りは、設置場所の通常の運転温度を適切に測定できるものであること。
②振動の激しい場所には、油入り等、耐振用の温度計を使用する。



























